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従前の神子元島レースは、10 月中旬の開催で季節は秋から冬への変わり目で

強風かつ「往きはよいよい帰りは怖い」といったパターンの展開が多く、また

神子元島周辺は常に海況が悪いイメージであった。 

今回は 9 月最終週開催とのことで、どの様なレースになるのか期待してレー

スに臨んだ。内藤スキッパー以下乗員 10 名。残念ながら参加艇数は 4 艇。が、

何れの艇もオフショアレースでは何度となく辛酸を舐めさせられたツワモノば

かり。敵に不足なし。レース前に大島西沖で貨物船同士の海難事故があったこ

ともあり、身の引き締まる思い。 

事前の予報では風は北から東北東、20kts 前後。黒潮の蛇行は南にかなり下が

った状況。海況を見ながらのレースになると予測をたてた。PAPILLON（Soto40）

には 2 時間以上（所要時間 16 時間計算）の差をつけられたら負け、THETIS-4

（FIRST 40.7）には 15 分程度、EVERYTHING  EVERYTHING（YAMAHA 33 S Ⅱ）に

は 50 分程度の差をつけなければならない。 

 

スタートは 10：00 小網代灯浮標付近。北東 15kts 前後、ライン中央からスタ

ート、ヘディングは神子元島に向けると AWA150-180。ラムラインを走る。

PAPILLON は艇のポテンシャルを活かしリーチングで一気に抜き去られる。

THETIS-4、EVERYTHING EVERYTHING を上側に見ながらのスピンラン。風は息をし

ているが 12～18kts 前後。潮の影響もあり SOG は 9kts 弱をキープするも同航 2

艇が離れない。焦る。神子元島から小網代は逆潮で SOG が稼げないからと脳裏

をよぎる。 

門脇崎-下田沖にかけても追順風。PAPILLON は大島方面に見えるも逆潮で SOG

が稼げない感じ。大島から抜け出してこない。THETIS-4、EVERYTHING EVERYTHING

とは徐々に差を広げて来ている。コンテッサ伝統の温かい手作り昼食。三管潮

汐データ通り伊豆半島側に寄せられる。波が徐々に悪くなる。 

神子元島アプローチは何と 16：00 前後。回航した PAPILLON が小さいながら

まだ見えている。AWA150-180。「明るい内のアプローチは記憶にない」とクルー

の間で話が出る。が、潜岩のブレイクがところどころに見えている。さすが難

所。ジャイブで 15：55 回航。スターボードタックで小網代へ。何とほぼヘディ

ングが小網代へ向いている。雨雲が随所にある。幾つもの虹が綺麗なアーチを

描いている。 

日没に近づき航海灯点灯。THETIS-4、EVERYTHING EVERYTHING のシルエットが

小さく見えている。先行する PAPILLON は見えない。下田-門脇崎沖は往き同様



伊豆半島に寄せられる潮。風が息をし、振れも始まる。5kts 前後まで風が落ち、

ラルの悪夢がよぎる。風に合わせセールチェンジ数回。雨もぱらつきだす。遭

難事故対応だろうか？巡視船の伴走が何とも不気味。特段の問題はなし。待望

の温かい手作り夕食。いつもながら旨い。若手クルーの頑張りだ。風が北東か

ら北に振れたところでタック。この時点で THETIS-4、EVERYTHING EVERYTHING

は見えず。我々ももちろん小網代には向かず。シフトに合わせタックを繰り返

す。 

「あれが城ケ島灯台だ、江ノ島灯台だ」などと言いながら小網代へのアプロ

ーチ。雲の切れ間から月明かりがこぼれている。相模湾に入ってからは波風と

もに徐々に落ちて来ている。灯浮標を右に見てフィニッシュラインへアプロー

チ。思ったほどの風の振れ回りは無く、24：57 フィニッシュ。 

航跡図及び帰着申告を本部艇に提出し、一路母港・葉山へ。ファーストホー

ムのPAPILLONは70分前にフィニッシュしたとのこと。小網代湾口からTHETIS-4、

EVERYTHING EVERYTHING の航海灯は見えず。後続艇の動向が気になる。 

 

99 マイルの島回り、神子元島レースが余りにもあっけなく終わった。 

徹夜明け、陸に上がり目が覚めたら「優勝」の報を知らされる。現チーム念願

の島回りレース“優勝”！嬉しさが込みあげてくる。チーム一丸の勝利だ。 

いつも恵まれた環境を与えてくださるオーナーにも感謝しなくてはならない。 

 

末筆ながらこの場をお借りして、長時間レース運営に携わられたコミティー

の皆様に御礼を申し上げます。大変楽しいレースを有難うございました。また

一緒にレースをさせていただいた参加艇の皆様にも御礼申し上げます。 

来年もディフェンディングチャンピオンとして是非参加させていただきたい

と思っています。加えて、日本のオフショアレースにとって神子元島レースは

無くてはならないレースだと思っております。来年は今回以上の艇が参加し、

さらに盛り上がっていくことを願っています。 

以上 


